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論文内容の要旨
本文は藍藻の一種、 Spirulina platensis を使い、光合成培養の生理学的、動力学的研究を行ったも
のである。本藻は未来微生物蛋白質資源として世界的に研究が進められているが、その研究は主に藻
体の利用という観点からのもので、増殖を動的にとらえた研究はなしミ。本論文は藻の純化法、 2 つの
培養形式の培養特性 (autotrophic ， mixotrophic culture) 藻体の利用という問題を扱っている。
第 l 章では、藻の純化法を検討した。混在している細菌群を取り除くには、通常の方法では全て不
成功であった。そこで新しい純粋分離法を開発し、 S. platensis の純粋分離に成功した。方法は細胞
の洗浄，細分化，紫外線照射，一試験管当り一 filament の細胞を入れるという手法を順次使った。純
粋分離を得る確率は 3/124であった。この得られた純粋分離藻を使って、以下の実験を行った。
第 2 章で、は、独立栄養条件下 (autotrophic) での増殖の動特性，動力学を検討した。まず直線増殖
期の増殖速度式をMonodの式と Lambart四 Beerの法則を組みあわせ、次式を導いた。
dxμm 10 
- = _. -.Rn (一一+ 1) 
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ここで、 μm は最大比増殖速度 (day ~l) ， aは吸光係数(タ 1 cm ~l .R), h1 は培養層の厚さ (cm) ， 10 
は培養器表面の光の強さ (Klux) ， KL は光に対する飽和定数(Klux) をあらわす。上式と実験値との
適合性をみたが、一致はみられず、 KL 値は 10 と共に変動することが見出され、この解析を試みたO
その結果、この不一致の主要因は光の強弱により、色素の組成割合(カロチノイド対クロロフィルa)
が変動していることであるとの結論が得られた。
第 3 章では主にグルコースを使用し、従属栄養条件下での培養 (heterotrophic culture) の可能性，
独立一従属栄養混合培養 (mixotrophic cuI ture) の増殖特性について検討した。その結果、本藻は増
殖に絶対的に光を要求する、いわゆる obligate photoautotrophで、あり、 mixotrophic cultureの動特性
-342-
として増殖促進効果とともに、増殖阻害が認められた。増殖促進効果は光が律速的な条件においての
み見られること、およびその促進は autotroph の時の飽和光強度で得られる μm までしかあげないこ
とがわかった。増殖阻害については、この現象を mixotrophic lysis と名づけ種々解析した。このly­
sis を防ぐためには、培地中の Mn イオン濃度を低くすることが好結果を与え、一方、 lysis直前の細
胞内プロテアーゼ活性は autotroph の細胞、 mixotroph で正常に増殖した細胞の細胞内プロテアーゼ
量にくらべ、異常に高く、比活性は約 6 倍あった。
第 4 章では、本藻の特色をより明確にするため、藻体の利用の面より検討を加えた。その結果、蛋
白含有量は高いが、ビタミン，アミノ酸の分析結果は他の微生物とさして変らなかった。さらに藻体
より蛋白の抽出について検討したが、いずれの方法でも抽出効果は良好であった。ペプシン人工消化
率は生の藻でも 80% に達した。結論として、本藻は未来微生物蛋白質資源として非常に魅力的な特質
をもつことが判明した。
論文の審査結果の要旨
本論文は未来蛋白質資源開発の一環として近年重要視されている藍藻(Spirulina platensis) の培養
に関する生理学的ならびに動力学的研究として世界最初のものである。すなわちその成果として第 1
に至難とされるこの藻の純粋培養の獲得に成功したこと。第 2 にこれを用いて光合成培養の動力学的
理論式と実際との不一致の原因を追求し、瞬間速度式にあらわれなかった光適応についての問題を具
体的に提起したこと、第 3 に増殖速度向上のために適用した混合栄養条件下の培養を詳細に検討し、
とくに mixotrophic 1 ysis なる現象を見出し、その要因をかなりの程度まで解明したことなどがあげら
れ、これらの諸知見は光合成的増殖の生理学ならびに培養工学に貢献することが大きい。よって本論
文は、博士論文として価値あるものと認める。
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